
ρ "'i't? 

輯大
1正
曹回
7B隼
担 H
r 
第ー

四回
第
十一

. 四種

答霊
平，
明

第苛
王〔
色量

醍 A-.且寸
『台凶

同‘f
ft '，T・li'埼缶
4 

、‘

「与

這三扇~f
陸委FJ13
扇昆t~
室電:1

言己

、

『恒戸、

て〆.，.ー

メ竺~.
.'~.~ 

ー命

事
文;;

ーι

集:

京
都
議
園
大
準
緩
崎
明
朗
千
台

"、

h
U
3
4
7
 



昭

和

十

い

二

年

五

月

一

日

後

行

鱈{;

~/>>TE>: 
iJ三jll

ヨメム芦田v
両嗣』

議!i
第
四
十
四
巻

第
五
披

(
通
常
第
二
百
六
十
三
続
。
杭
一
川
伸
被
)



奉

，，~i~1 
J己俗

画
自

国

-
d

一一J
 ， 
正

唯

町

生

i

-

，
 

i事

:J5 

li5J 



目

弐

湖
洲
移
川
山
の
特
異
性
と
同
市
山
間
問
題

:--Ji--

11'; 
t事

博

jτ 

，"， 

与ユミ

ヨミ
(j) 

負
債
と
負
倦
能
;/) 

法

皐

~~ 

現
代
枇
合
同
学
に
於
け
る
パ
レ
ト
枇
合
問
中
の
地
位

a
-
:
文

盤

博

士

Jfí~ 
〉に
(j) 

爵1
4ヲ止
さゐ
Ilmr 

車E
済
皐
博
士1:

寅
際
J8ヒ
策
と
正文
策
原
則

和買
済
湾壬

博
士t了

「
維
新
の
沼
-
に
於
け
る
健
世
干
の
湖
走
:
・
・
:
:
:
:
・
E

・E
・
-
・
・
:
:
・
:
:
・
:
:
経
済
準
時
士

シ
工

v 

フー

!lノ

(1) 

一tミ

豆
ノ2主
J草
ユヘ
11m， 

ぉR

i'干
j司

-
f
y

、

え

に

一

ヘ

、

、

I
J
'
J
P
1
4
T
1
t
k
己

I
l‘
h
1
1

・
〉
川
区
、
、

1
J
K
K
1
1
J
、

A

J

J

J

一
ノ
ド
ド
ト

M
L
M
'
Z
〆
ド
ト
バ

H

ィー、
3
ド
t
f
r
f
H
A
K
V
A
H
Y
1
、
工
戸

a
白

a

m

q

I

f

-

-

i

j

L

n

l

t

 

工
場
内
持
働
者
数
育
事
業
の
問
的
・
•• 

-
腕
神
間
市
士

ア
フ
タ
リ
ヨ
ン
の
貨
幣
心
理
設
に
就
い
て

:
:
j
i
-
-
-
・:
:
;
j
i
-
-
・
:
:
・
:
:
:
粁
済
皐
士

明
治
初
年
の
白
川
町
山
産
業
に
就
い
て
・

料
補
川
県
土

財
政
皐
(/) 

i基
本
問
題

和1

1芹

摂

ゴ:

取
引
所
賓
物
化
識
と
町
四
期
清
算
取
引
の
庭
用
に
就
い
て
:
:
・
:
I
l
-
-
-
-
j
i
-
-
・
:
・
絞
抽
刑
事
士

貨
幣
の
中
立
性
に
闘
す
る
一
考
察

l
i
l
-
-
:
j
i
-
-
i
j
i
-
-
:
:
:
:
・j
i
-
-
:
恕
済
皐
土

リ

ス

ト

σコ
園
民
生
産
力
説

経

済

皐

I 

財
政
撃
と
経
済
政
策
論
と
の
交
流

i
i
l
i
l
i
-
-
:
・::・
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
経
済
問
申
士

臼

ヨた

I日f

肝l
山
本
美
越
乃

両国

且日

ι
、官官・

--aA、伊
h
M

1
日
足
元

E

i

l

 

m川
区

μ

本
山
山
栄
治
郎

}iE 

イi

111 

ノl、
111 
FII 

v七

giq 

ノミ

塚 JI 
rliJ 

;ク

松

I尚

i担

ll: 

メー

谷

孝

児
1*' 
澱

止[>::

敬

中 今
回
庄
市
叫
郎

谷

白

杉

庄

一

郎

島

造語

Cコ=一
三豆

='" /、

-，ニz
;it. 

二fI... 
u 

即]

プ"

V可ノ、鼠ノ、一一
Cコ

寅

ノ、-Z可
彦

き



日

失

生
産
!D 
椿
主主
と
貿
易

終

桝

皐

士

税
税
の
農
業
に
及
ぼ
す
影
響

車F

桝

皐

時
保
険
E
C

共
同
保
険
L
」
の
接
近
・
:
:
:
:
・
:
・
;
:
:
:
:
:
・
i
・v
・
-
-
目
'
:
・
・
紅
桝
担
士

刺
地
相
官
刊
一
組
合
K
批
い
て

1
・
:
・
・
目
:
目
・
:
・
:
:
-
:
・
:
・
;
:
・
:
:
:
:
:
:
:
和
前
車
博
士

熊
津
蕃
山
研
筑
序
説
!
j
i
-
-
・:・

:
j
i
-
-
:
:
・
j
i
l
-
-
a
i
-
-
:
・:
i
・e
・
-
-
-
純
情
皐
博
士

水
産
経
済
事
ル
」
共
の
課
題
:
・
:
・
・

j
i
t
-
-
:
:
:
i
f
-
-
:
・:・
j
i
-
-
:
i
i
l
・t・
-
-
紘
済
串
博
士

輸
入
制
限
と
圏
内
物
債
と
の
闘
係
;
・
:
:

統
済
閣
牢
博
士

Si'l 
平日
の
税
制
改
革

粧
祷
串
博
士

自
然
利
子
論

;
:
文
皐
博
土

財
政
皐
者
の
鍛
造
経
済
に
闘
す
る
研
安
論
著
に
就
い
て
・
・
・

:
j
i
-
-
:・
j
i
-
-
商

畢

支現
那段
南階
ゴヒに
排於
け
る

襲
健
系

ik 紐
畢済
島
博抽

士士

赤
字
公
債
の
消
化

j
・
:
;
・
・
・
:
・
:
:
・
.

経
済
畢
博
士

-
-
M
H
H凶
叫

A

・

紳
戸
正
雄
博
士
年
譜
及
著
書
論
文
目
録

松け

い

同

川

r

'f!i: 

邸主 ふい
6
4
7
 

売百
:
十

主巴 八
木
芳
之
助

.IE 

賂

) I( 

谷

口

jタ

見

高

岡

士

JEt 

藤

二と

方

財

部

虎吉

彦良E
保一

馬

長

蔵

成

美

小
島
昌
太
郎

静

治 清一

;:oi再，
;;1 .... 

J、
ノ、

z 

巌

豆乏
ヨ

プ之

一一会
四〔〕七

四-一四
回一毛

院司

プ".... 五E -~， 

三E

一一一J

宍



『
維
新

詔
』
に
於
げ
る
愛
革

の

園

是

の

石

E阻

JII 

聾
草
原
理
の
歴
史
的
考
察

現
代
の
日
本
が
挺
廿
早
期
に
首
聞
し
て
居
る
こ
と
は
何
人
も
否
定
し
得
た
い
。

而
も
時
変
革
期
は
生
命
の
危
機
で
あ
る
。
部
ち
既
に
述

〈
〕
日
日
ノ
¥
廷
字
引
亡
人
γ
乙
土
記
そ
り
と
い
N
H
H
正
一
子
〉
問
主
〉
司
、
に
八
一
二
一

z
K
J
H
h
宣
言

/
4
4
f
p
t
一
三
〉
抱
一
ワ
-
ド
-
わ
っ

-L
、
人
し
〉

，

フ

ん

M
'
d
i
L
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i
J
1
l
L
u
l
H
e
r
-ノ
H
1
2
H
口
千
0
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v
~
y
方
-
1
1
[
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V勺
v
a
h
1
L
F
L
J
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M
J
c
i
-ゴ
J
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6
V
6
6
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新
な
る
設
展
の
矯
め
に
は
、
既
存
の
制
度
を
打
似
し
新
な
る
制
度
を
表
現
し
て
白
己
を
新
に
構
成
し
友
け
れ
ば
な
ら
左
い
の
で
あ
る

が
、
こ
の
こ
と
は
必
然
的
に
な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
若
し
そ
れ
が
失
敗
に
終
る
な
ら
ば
、

そ
の
岡
民
的
生
命
は
衰
亡
に
向
は
伊
丹
、

る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
袋
草
が
全
ふ
さ
れ
ん
が
矯
め
に
は
、
そ
れ
が
白
魔
的
責
践
的
に
愛
草
の
指
導
原
理
に
基
い
て
矯
さ
れ

司
注
げ
れ
ば
な
ら
た
い
。
而
も
こ
の
指
導
原
理
は
特
製
革
さ
る
ぺ
き
図
民
的
存
在
の
個
性
に
剖
し
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
怠
け
れ
ば
な
ら

友
い
の
で
あ
っ
て
。

然
る
に
我
同
氏
は
現
代
の
縫
革
期
に
於
て
、
米
だ
か
く
の
如
き
特
製
革
的
原
理
の
確
立
に
到
建
し
て
居
友
い
。
と
の
と
と
は
、
我
岡

民
的
生
命
に
と
っ
て
極
め
て
危
備
な
と
と
で
あ
っ
て
、
今
日
岡
氏
の
不
安
を
一
居
大
な
ら
し
め
つ
L
あ
る
重
大
左
原
因
を
矯
し
て
居

る
の
で
あ
る
。
か
く
て
我
同
氏
的
生
命
の
健
全
な
る
殻
展
の
矯
め
に
は
、

一
白
色
早
〈
品
質
草
の
原
理
を
確
立
し
以
℃
こ
の
原
理
に
基

『
維
新
の
認
』
に
於
け
る
晶
君
革
の
図
A
A

七
九

拙稿『困民生命史翻』本語:三月競参照。



『
維
新
の
詔
』
に
於
け
る
境
草
の
園
是

六、。

喰

き
、
と
の
非
常
時
に
封
廃
し
た
け
れ
ば
左
ら
左
い
の
で
あ
る
。

か
く
て
私
は
こ
れ
ま
で
屡
身
、
我
図
の
廃
車
が
岡
民
主
義
的
立
揚
陀
於
て
震
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
と
そ
主
張
し
来
っ
た
の
で
る

る
が
‘
と

L
に
は
こ
の
こ
と
を
更
に
我
闘
史
上
の
重
大
事
貫
に
つ
い
て
明
に
し
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

我
闘
史
上
に
於
て
は
、
一
二
大
鈴
革
が
見
ら
れ
る
。
大
化
の
改
新
と
鎌
倉
の
閉
幕
と
明
治
維
新
と
が
帥
ち
こ
れ
で
あ
る
。
乙
の
中
今

日
の
第
一
革
的
原
理
の
問
閣
に
と
っ
て
段
点
頭
要
な
る
意
義
左
右
す
る
の
は
般
新
の
判
決
戦
?
あ
っ
て
.
と
の
妙
手
は
明
維
な
る
拘
等
収
…

理
に
よ
っ
て
居
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
『
五
筒
僚
の
御
誓
文
』
と
そ
の
一
『
御
震
翰
』
が
邸
ち
と
れ
で
あ
る
。
私
は
と
の
雨
者
を
併
せ
て
『
維

新
の
巴
品
ぽ
ん
と
す
る
の

Z
る
が
、
以
下
と
の
『
維
新
の
詔
』
に
つ
い
て
我
岡
民
に
と
っ
て
の
醐
変
革
の
原
理
を
考
察
す
る
。

ーー

襲
草
の
圏
是
と
し
て
の
『
維
新
の
詔
』

去
る
三
月
十
四
日
、
五
筒
傑
御
誓
文
漁
獲
七
十
周
年
記
念
の
決
議
が
、
衆
議
院
に
於
て
行
は
れ
た
。
今
日
ま
で
御
誓
文
換
後
の
三

十
周
年
五
十
周
年
等
に
営
り
、
そ
の
記
念
が
議
舎
に
於
て
何
等
居
摘
さ
れ
る
と
と
友
〈
、
特
に
今
日
に
於
て
そ
の
七
十
周
午
が
記
念
さ

れ
た
の
は
如
何
友
る
理
由
に
於
て
ピ
る
ら
う
か
。
そ
の
決
議
文
に
つ
い
て
見
る
も
ま
た
そ
の
提
案
の
説
明
に
つ
い
て
見
る
も
、

〈
合
議
を
興
し
高
機
公
論
に
決
す
ぺ
し
』
と
る
る
御
誓
丈
第
一
僚
の
今
日
の
帝
闘
議
舎
の
薬
礎
で
あ
る
と
と
が
専
ら
高
調
さ
れ
し
て

居
る
の
み
で
る
っ
て
、
そ
と
に
は
と
の
御
誓
文
の
曲
変
革
の
岡
是
と
し
て
の
今
日
の
竣
革
期
に
於
け
る
意
義
が
何
等
燭
ら
れ

τ居
な
い

の
で
あ
る
。
ま
た
高
機
公
論
と
一
去
ふ
賠
よ
り
見
る
も
、
今
日
の
議
舎
が
事
賃
上
資
本
家
階
級
の
利
益
を
代
表
す
る
に
急
百
r
b
つ
で
真

に
寓
機
を
公
論
に
決
し
て
居
た
い
の
で
あ
る
が
、

こ
の
勤
に
つ
い
て
も
何
等
反
省
が
没
さ
れ
て
居
な
い
の
で
あ
る
。
今
や
か
〈
の
如

回『

庚

j<:朋堂文庫『詔勅集』第四O四頁にはこの御定車留を「紘新の百ilJI主名づ付て居る。



き
議
舎
に
勤
し
て
諸
方
面
よ
り
攻
撃
が
渇
さ
れ
て
居
る
の
で
る
っ
て
、
特
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
又
は
国
家
主
義
的
立
場
よ
り
の
攻
撃
は

最
も
激
し
〈
、
そ
の
存
在
自
鑓
を
す
ら
否
定
せ
ん
と
す
る
勢
を
示
め
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
衆
議
院
が
七
十
周
年
の
今
日
、
専

ら
そ
の
第
一
僚
を
高
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
御
誓
文
の
決
議
を
記
念
し
た
理
由
は
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
な
攻
磐
力
に
封
し
そ
の
市
民
主

義
的
た
議
舎
と
蹴
皮
革
忙
逼
り
つ
h
A

あ
る
現
代
の
市
民
主
義
制
度
を
防
禦
せ
ん
が
矯
め
で
る
る
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
事
資
に
於
て
は
こ
の
御
誓
文
な
る
も
の
は
、
衆
議
院
に
よ
っ
て
一
不
め
さ
れ
た
と
の
保
守
的
反
動
的
な
も
の
と
は
正
に
反
封

に
進
取
的
措
児
草
的
な
る
も
の
友
の
で
あ
る
。
卸
ち
徳
川
の
封
建
祉
舎
の
末
期
に
於
て
は
、
そ
の
建
革
に
つ
い
て
沼
崎
惜
の
ぼ
怨
が
闘
は

さ
れ
た
の
ぜ
あ
る
が
、
こ
村
山
等
の
も
の
が
止
揚
さ
れ
て
一
の
愛
革
の
閥
是
と
し
て
僻
L

止
さ
れ
そ
の
後
の
愛
卒
を
指
導
し
た
と
こ
ろ
の

も
の
が
、

こ
の
五
何
僚
の
御
誓
文
し
ら
そ
の
御
演
物
な
の
で
あ
る
。

昨
μ

治
天
皇
は
、
維
新
の
洪
業
を
創
め
給
ふ
に
方
り
、
今
よ
り
疋
に
七
十
年
前
の
明
治
一
光
年
三
月
十
四
日
紫
震
殿
に
同
御
返
さ
れ
天

一
時
地
紙
を
祭
ら
せ
給
ひ
五
事
の
御
宣
誓
を
行
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
「
我
閣
未
曾
有
の
愛
革
を
潟
さ
ん
と
し
院
拐
を
以
て
衆
に
先
ん

じ
天
地
神
明
た
誓
ひ
大
い
に
斯
園
是
を
定
め
寓
民
保
全
の
道
を
立
て
ん
と
す
」
と
仰
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、

乙
L
に
明
治
維

新
の
務
事
の
圏
是
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
御
宣
誓
を
絡
ら
せ
ら
れ
し
天
皇
に
は
、
更
に
同
日
直
ち
に
御
底
翰
の
形
を
以
て

図
民
に
詔
劫
を
賜
ふ
た
の
で
あ
る
。
今
日
普
通
に
は
五
筒
僚
の
御
誓
文
の
み
を
重
ん
巳
て
詔
勅
を
忘
れ
勝
ち
で
あ
る
が
、
営
時
に
於

て
は
む
し
ろ
御
寝
翰
の
方
が
特
に
重
ん
ぜ
ら
れ
た
と
云
は
れ
る
程
に
そ
れ
は
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

即
ち
御
誓
文
に
於
て
は
維
新
に
営
つ
て
の
費
革
の
図
是
が
明
に
さ
れ
御
底
翰
に
於
て
は
と
の
捷
苧
の
図
是
の
意
義
が
明
陀
さ
れ
て

居
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
と
の
補
者
は
会
〈
不
可
分
離
た
る
も
の
で
る
っ
て
、
我
々
は
雨
者
の
統
一
に
於
て
は
じ
め
て
こ
の
踊
従
事
の

『
維
持
判
。
詔
』
に
於
け
る
揖
型
車
の
園
是

/， 
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『
維
新
自
詔
』
に
於
け
る
慶
草
の
闘
是

i¥. 

闘
H
疋
を
十
分
に
明
に
し
得
る
の
で
あ
る
。
同
者
bz
併
せ
て
「
維
新
の
詔
』
と
呼
ぶ
所
以
も
と
与
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

今
日
流
行
の
歴
史
的
相
劃
主
義
の
立
相
留
に
於
て
は
、

一
切
の
も
の
を
そ
の
時
代
と
の
相
劉
的
制
約
に
於
て
考
へ
、
そ
の
意
義
を
時

代
的
相
封
化
す
る
の
で
る
る
が
、
歴
史
上
に
於
け
る
偉
大
な
る
も
の
に
は
.
そ
の
時
代
を
越
へ
た
絶
針
的
意
義
が
存
ず
る
の
で
あ
る
。

御
誓
文
K
到
す
る
奉
答
文
に
於
て
「
勅
意
宏
速
、
誠
K
以
て
、
感
銘
に
唱
え
や
J
U

今
日
の
急
務
、
永
世
の
基
礎
.
此
の
他
に
出
十
可
ら

ーす石

と
る
る
が
如
く
、

こ
の
寸
維
新
の
沼
」
は
、

ー

'ι
土
〉

斗
」
刀
H
n
υ
H
H
1

正
に
営
時
に
於
け
る
「
今
日
の
急
務
」
で
あ
っ
た
の
み
た
ら
中
、

我
岡
氏
の

し
九
位
L
↑

↓4d
L
b
t叩
」

で
あ
る
。
即
ち
そ
れ
は
共
伎
の
喰
開
封
の
艶
車
並
に
割
以
齢
、
の
指
導
駅
到
、
d

お
っ
た
め
み
た
ら
す
、

職
陸
一
日
以
佐
と
闘
情
に
削
叫
す

る
鐙
革
の
根
本
原
迎
が
そ
こ
に
示
め
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、

正
に
我
園
民
に
と
っ
て
の
「
愛
草
の
闘
是
」
で

乙
の
意
味
に
於
て
、

あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
今
日
の
務
革
に
と
っ
て
も
重
大
在
る
意
義
を
有
す
る
の
で
る
る
。

一ー一
国
民
共
同
櫨
の
立
場
に
於
け
る
襲
草

『
維
新
の
詔
』
は
、
か
〈
の
如
く
制
皮
革
の
園
是
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
先
づ
乙
の
媛
革
の
立
場
を
明
に
し
な
け
れ

ば
左
ら
た
い
。

先
づ
第
一
に
重
ん
ぜ
ら
る
べ
き
と
と
は
、
天
皇
御
自
ら
「
我
闘
未
曾
有
の
麓
草
を
震
さ
ん
と
し
朕
射
を
以
て
:
:
:
」
と
仰
せ
ら
れ

τ

居
る
が
如
く
こ
の
盤
革
の
主
髄
が
天
皇
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
乙
と
で

b
る
。
而
も
と
の
君
と
匡
と
の
闘
係
が
、
「
億
兆
の
父
母
」
と
「
法

子
」
の
闘
係
と
し
て
、
規
定
さ
れ
て
居
る
乙
と
こ
れ
で
る
る
。
と
の
君
原
の
関
係
は
、
既
に
漣
ぺ
し
が
如
九
、
共
同
愛
を
原
理
と
す
る

と
と
る
の
圃
民
共
同
憶
に
於
け
る
中
心
と
し
て
の
天
皇
と
人
民
と
の
闘
係
で
る
っ
て
、
そ
の
園
民
史
に
於
て
園
民
共
同
般
が
一
貫
し

大日本詔勅謹解思想社舎篇第三一八頁参照
拙稿「新岡民主義と倒民共同世』本誌一月競「岡民主命史観』本誌、三月競参照。



巴

で
設
展
し
来
り
従
て
同
民
共
同
開
の
特
に
筆
問
た
る
我
樹
氏
に
於
て
見
ら
れ
る
と
と
ろ
の
閲
樫
の
精
華
で
る
る
。

枇
合
的
要
素
の
支
配
的
在
る
英
凶
に
於
て
は
世
相
は
枇
舎
の
機
闘
と
し
て
の
王
百
口
問
で
あ
る
。
ま
た
岡
山
家
的
要
素
の
支
配
的
事
品
調

品
惑
に
於
て
は
君
は
武
力
的
機
力
的
君
主
と
し
て
の
皇
帝
同
己
宣
で
る
る
。

枇
舎
の
機
闘
た
る
も
の
は
、
手
段
友
る
が
故
に
否
定
さ

れ
得
る
。

こ
れ
英
同
の
歴
史
に
於
て
見
ら
れ
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
ま
た
武
力
的
機
力
的
た
る
も
の
と
し
て
臣
に
臨
む
も
の
は
、
此
カ

を
失
ふ
時
に
否
定
さ
れ
る
。
世
田
介
大
戦
末
期
に
於
け
る
澗
逃
の
ガ
イ
ザ

1
の
運
命
は
邸
ち
と
れ
で
あ
る
。
然
る
に
我
聞
に
於
て
は
、

君
が
臣
の
手
段
で
も
ま
た
巨
が
君
の
手
段
で
も
な
〈
、
そ
れ
は
一
関
と
し
て
の
岡
民
共
同
慨
を
成
し
て
居
る
の
で
る
る
が
枚
に
、
何

人
も
と
の
印
刷
氏
共
同
開
の
中
心
を
一
小
川
定
寸
る
と
と
は
出
来
た
い
。
持
軍
な
る
も
の
が
文
配
的
地
位
に
立
っ
て
居
た
と
こ
ろ
の
封
建
枇

-
d
z
亡
を
と

L
、

d
h
E
f
-
-
2
 

l

f

l

j

 

泉
市
が
一
抗
し
t
M人
り
な
か
っ
た
所
以
も
全
た
こ
L

に
あ
る
の
ヴ
あ
る
ロ
山
q

ら
将
軍
な
ろ
も
の
は
、

武
力
的
権
刀
的

た
る
も
の
と
し
て
同
比
∞
己

に
相
借
問
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
勝
軍
の
全
盛
期
に
於
て
す
ら
、

と
の
凶
民
共
同
般
の
中
心
を
否
定

す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
る
っ
て
、
反
勺
て
帰
半
は
や
が
て
、

乙
の
凶
民
共
同
世
間
闘
係
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
に
五
っ
た

の
で
あ
る
。
憲
法
に
於
け
る
「
天
皇
は
岬
聖
に
し
て
侵
す
ぺ
か
ら
す
」
と
云
ふ
と
と
も
、
と
の
憲
法
の
基
礎
た
る
『
維
新
の
詔
』
に
於
て
、

天
皇
御
自
ら
明
に
せ
ら
れ
た
る
こ
の
君
臣
の
共
同
開
的
闘
係
を
根
抵
と
し
そ
の
滋
法
的
表
現
と
し
て
迎
併
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
挫
革
の
主
植
が
天
皇
で
る
ら
せ
ら
れ
る
と
一
玄
ふ
こ
と
は
、
こ
の
琵
革
全
慌
の
根
本
的
構
造
を
決
定
す
る
と
と
L
友
る
。

こ
れ
と
の
愛
革
が
図
民
共
同
般
的
立
揚
に
於
て
溺
さ
る
ミ
も
の
と
な
る
が
故
で
る
る
。

抑
も
盤
革
友
る
も
の
に
は
三
つ
の
型
が
恒
別
さ
れ
る
。
卸
ち
枇
曾
的
変
革
と
凶
家
的
縫
革
と
闘
民
的
愛
革
と
が
こ
れ
で
あ
る
。
祉

合
同
的
時
皮
革
た
る
も
の
は
一
位
舎
の
立
揚
に
立
ち
枇
舎
の
構
治
に
邸
し
て
友
さ
れ
る
袋
革
で
あ
る
。
邸
ち
枇
舎
に
於
て
は
、
本
質
上
有
産

『
維
新
の
詔
』
に
於
け
る
嬰
革
の
図
是

II 



『
維
新
の
詔
』
に
於
け
る
費
革
の
岡
是

^ 四

者
と
無
産
者
の
階
級
封
立
が
生
や
る
の
で
あ
る
杭
、
一
舵
舎
鑓
革
は
こ
の
無
産
者
の
有
産
者
に
封
ず
る
階
級
的
利
己
的
闘
争
に
よ
る
愛

革
で
あ
る
。
ま
た
岡
家
的
愛
車
た
る
も
の
は
、
園
一
家
の
立
揚
に
立
っ
て
岡
家
の
構
迭
に
即
し
て
注
さ
れ
る
愛
車
で
あ
る
。
部
ち
岡
家

た
る
も
の
は
樺
力
的
支
配
を
以
て
原
理
と
す
る
も
の
た
る
が
故
に
、
国
家
椿
力
の
捨
嘗
者
に
よ
っ
て
樺
力
的
に
矯
さ
れ
る
愛
革
で
-b

る
。
然
る
に
悶
民
的
経
革
な
る
も
の
は
、
岡
民
共
同
酬
胞
の
立
場
に
於
て
閥
民
共
同
慌
の
構
造
に
印
し
、
と
の
共
同
慌
の
中
心
左
中
日
夜

と
し
て
岬
泊
さ
れ
る
領
革
で
あ
る
U

封
建
一
枇
曾
の
時
皮
革
に
ラ
い
て
も
、
こ
の
三
種
の
費
革
の
型
が
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
先
づ
枇
合
的
愛
草
の
型
は
、
悌
蘭
四
並
に

英
吉
利
に
於
て
見
ら
れ
る
。
悌
蘭
西
に
於
て
は
封
建
的
貴
族
階
級
の
搾
取
の
下
に
背
し
め
ら
れ
た
る
一
位
舎
の
第
三
階
級
以
下
の
も
の

が
、
と
れ
に
反
抗
し
革
命
を
意
同
し
爆
禁
的
に
賓
行
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
そ
れ
は
、
甚
だ
し
き
流
血
の
惨
を
見
た
の
で
あ
る
。

英
吉
利
に
於
て
も
、
そ
の
帥
皮
革
の
性
質
は
、
枇
舎
の
上
居
階
級
に
封
ず
る
下
居
階
級
の
階
級
的
闘
争
と
し
て
の
枇
舎
的
経
一
本
で
あ
る

が
、
而
も
と
h

に
於
け
る
封
建
的
貴
族
階
級
に
劃
す
る
第
三
階
級
の
愛
車
は
、
大
憲
幸
、
名
様
革
命
等
に
於
て
、
悌
繭
西
に
於
け
る

よ
り
は
徐
K

に
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
、
乙
の
英
悌
に
於
け
る
枇
舎
縫
草
の
構
造
を
時
変
革
の
本
質
的
構
造
と
し
て
そ
の

枇
命
日
時
現
革
史
観
を
打
立
て
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
『
経
済
事
批
判
』
に
於
て
と
の
史
観
を
要
約
す
る
に
常
り
、
「
あ
る
ひ
は
徐
々
に
る

る
ひ
は
急
速
に
鑓
草
す
る
」
と
述
べ
て
居
る
こ
と
は
、
正
に
と
の
英
働
断
固
の
揚
ム
口
に
相
蛍
す
る
で
あ
ら
う
。
こ
れ
に
封
し
て
、
岡

家
的
経
草
の
相
場
合
は
こ
れ
を
濁
逸
に
於
て
見
る
と
と
が
出
来
る
。
却
ち
英
悌
に
於
け
る
下
よ
り
の
枇
合
的
措
皮
革
と
は
異
友
っ
て
、
と

も
込
に
於
て
は
封
建
的
園
家
権
力
の
支
配
者
と
し
て
の
諸
侯
に
よ
っ
て
、
上
よ
り
と
の
愛
革
が
賃
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
我
閣
に
於
て

も
封
建
枇
舎
の
愛
草
が
若
し
封
建
周
家
の
権
力
的
支
配
者
と
し
で
の
持
軍
に
よ
っ
て
潟
さ
れ
た
と
し
た
た
ら
ば
、
と
の
費
率
は
濁
逸

拙稿『経梼本質論』本誌第三十七容第一並に七競参院。五〉



四

mF
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鴇
銑
弘
和
W
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の
そ
れ
と
同
様
園
家
的
獲
革
と
た
っ
た
の
で
る
る
。

然
る
に
我
闘
に
於
て
は
こ
の
後
革
が
天
皇
を
中
心
と
し
て
園
民
的
崎
製
革
と
し

て
掃
局
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

印
ち
、
天
皇
左
る
も
の
は
、
既
に
述
べ
し
が
如
く
岡
民
共
同
開
の
中
心
で
る
っ
て
、
岡
民
一
疋
る
も
の
は
天
皇
を
中
心
と
す
る
国
民

と
の
岡
民
共
同
植
に
於
で
あ
る
も
の
で
る
り
、
且
つ

共
同
悼
と
し
て
あ
る
の
で
る
る
。
岡
山
家
も
枇
舎
も
、

こ
の
共
同
憶
の
地
盤
に
於
て
努
化
し
行
く
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
附
抑
軍
た
る
も
の
は
本
来
こ
の
岡
民
共

同
酬
聞
に
於
で
あ
る
封
定
同
夜
の
政
樺
の
運
用
者
で
る
っ
て
、
封
建
凶
家
が
岡
民
共
同
憶
に
於
で
あ
る
如
〈
、

純
一
阜
の
政
機
も
岡
民
共
同
剛
闘
の
巾
心
と
し
て
の
光
良
よ
り
委
任
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
我
闘
に
於
け
る
維

，~r 
G') 

接F

l土

日〉

;怖
i手f

j'~j~ 
01; 
」

)[t 

た
(7) 
仁叫

は
な
く

:6::;: 
，丈
ë'~1き
よ
り
2手

'eE 

，rL 
i;士
Ais 
it'ヒ
機
在:

天
皇
に
奉
還
し
こ
の
天
皇
に
よ
っ
て
潟
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
獲
革
の
中
心
的
自
覚
も
天
皇
に
於
て
統
一
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
か
く
こ
の
愛
革
が
国
民
共
同
鑓
の
中
心
と
し
て
の
天
皇
を
中
綾
と
し
て
哩
摘
さ
れ
従
っ
て
、
岡
民
共
同
健
の
立
場
に
於
て
闇
民
的

慶
一
革
と
し
て
友
さ
れ
た
と
と
が
、
維
新
の
帥
煙
車
全
棋
の
重
要
な
る
意
義
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。

即
ち
若
し
維
新
の
輔
皮
革
が
賂
軍
に
よ
っ
て
注
さ
れ
た
と
仮
定
す
る
た
ら
ぽ
、
そ
れ
は
濁
逸
に
於
て
見
ら
れ
た
が
如
く
、
そ
の
封
建

的
在
性
格
が
十
分
に
改
め
ら
れ
な
い
と
と
ろ
の
宇
封
建
的
左
園
家
に
よ
っ
て
同
家
主
義
的
陀
震
さ
れ
た
と
と
L
左
り
、
従
っ
て
そ
の

結
果
も
濁
逸
に
於
て
見
ら
れ
し
が
如
く
圃
家
主
義
的
な
も
の
と
友
っ
た
で
あ
ら
う
。
卸
ち
凋
逸
K
於
て
は
乙
の
宇
封
建
的
岡
家
が
、

そ
れ
自
身
の
性
格
と
し
て
国
家
主
義
的
政
策
を
強
行
し
、
遂
に
世
界
大
戦
に
於
て
自
ら
を
破
滅
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
若

し
維
新
の
愛
革
が
英
悌
に
於
け
る
が
如
き
祉
舎
革
命
に
よ
っ
て
翁
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
俄
令
革
命
の
惨
に
件
ふ
園
民
的
エ
ネ
ル

『
維
新
O
詔
』
に
於
け
る
捜
草
白
岡
是

i¥. 
五



『
維
新
の
詔
』
に
於
け
る
蝿
型
車
り
園
是

ギ
1
の
浪
費
を
件
は
な
か
っ
た
と
す
る
も
、
我
園
民
共
同
障
の
根
底
と
し
て
の
閥
民
的
共
同
感
情
が
破
壊
さ
れ
、
共
後
に
於
け
る
園

八
六

民
の
園
席
聞
な
る
進
展
が
阻
害
さ
れ
た
る
に
至
っ
た
で
あ
ら
う
Q

然
る
に
維
新
の
務
草
は
.
事
責
天
皇
を
中
心
E

と
し
て
録
さ
れ
た
が
故

に
、
我
闘
の
歴
史
を
貰
〈
園
民
共
同
慌
が
保
全
さ
れ
る
と
共
に
一
切
は
闘
民
共
同
悼
の
立
場
よ
り
闘
民
主
義
的
に
な
さ
れ
以
て
よ
く

世
界
史
に
稀
な
る
岡
民
的
生
命
の
順
調
な
る
護
展
を
完
ふ
し
得
た
の
で
あ
る
。

剖
ち
既
に
述
ぺ
し
如
く
、
国
民
的
生
命
な
る
も
の
は
、

そ
の
後
臨
時
の
度
合
に
際
ず
る
閥
次
並
に
枇
舎
を
資
現
し
て
、

白
》
:
、
、

と

F
L
1
1
K
M

て
自
己
を
高
め
て
行
ぐ
も
の
で
あ
る
が
、
か
く
て
こ
の
生
命
が
既
存
の
図
案
並
に
枇
舎
の
下
に
於
て
設
展
し
得
ら
れ
ぎ
る
に
至
れ
ば
、

乙
れ
を
よ
り
高
き
生
命
の
発
展
の
度
合
に
適
す
る
園
家
並
に
枇
舎
に
愛
革
し
、
と
の
下
に
於
て
新
た
る
護
展
を
積
け
友
け
れ
ば
な
ら

左
い
の
で
る
る
。
か
く
て
岡
民
生
活
に
於
け
る
媛
革
な
る
も
の
は
、
そ
の
本
質
上
、
間
民
共
同
慢
の
立
場
に
於
て
闘
民
主
義
的
に
友

さ
れ
る
べ
き
こ
と
の
も
の
で
る
る
。

我
々
は
今
や
現
代
の
制
度
と
し
て
の
市
民
枇
舎
制
度
を
盤
草
し
怠
け
れ
ば
友
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
聾
革
に
つ
い
て
も
ま
た

枇
合
的
な
る
も
の
と
岡
家
的
友
る
も
の
と
図
民
的
た
る
も
の
と
が
医
別
し
得
ら
れ
る
。
枇
合
的
曲
変
革
の
立
場
に
於
で
は
、
舎
で
封
建

的
貴
族
階
級
を
第
三
階
級
に
よ
っ
て
愛
草
し
た
の
で
る
る
が
如
〈
、
今
や
乙
の
第
三
階
級
の
支
配
せ
る
市
民
枇
曾
制
度
を
第
四
階
級

た
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
よ
っ
て
鍵
草
ぜ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
乙
れ
印
ち
杜
合
主
義
の
主
張
す
る
臨
皮
革
の
構
造
で
あ
っ
て
、
世

界
大
戦
の
終
末
期
に
於
て
露
間
豆
、
濁
品
題
、
伊
太
利
等
に
於
て
急
激
恋
形
に
於
て
潟
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
今
日
北

米
合
衆
国
に
於
て
よ
り
徐
A

友
る
形
に
於
て
行
は
れ
つ
L
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
劃
し
て
市
民
枇
合
制
度
の
園
家
的

愛
革
は
、
今
日
の
濁
逸
並
に
伊
太
利
に
於
て
行
は
れ
つ
a
A

あ
る
と
こ
る
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
枇
舎
的
革
命
に
於
け
る
が
如
く



資
本
主
義
制
度
に
於
け
る
曙
級
的
構
造
自
身
を
時
党
革
せ
ん
と
す
る
の
で
は
友
く
、

こ
の
社
命
日
制
度
を
そ
の
ま
L

に
し
て
置
い
て
、

乙

れ
を
園
家
的
構
力
の
手
段
に
利
用
ぜ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
、
即
ち
市
民
枇
舎
に
於
て
は
、
資
本
家
階
級
が
園
家
意
志
を

利
用
す
る
の
で
あ
る
が
、

と
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
岡
家
意
志
が
自
己
の
矯
め
に
資
本
主
義
制
度
を
利
用
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

今
日
我
闘
に
於
け
る
閥
家
主
義
者
も
、
か
i

ミ
る
意
岡
を
あ
ら
は
し
っ
ミ
あ
る
。
而
も
今
日
の
岡
家
窓
志
が
本
来
資
本
主
義
階
級
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
か
く
の
如
き
岡
家
的
費
草
は
、
封
建
制
度
の
岡
家
的
愛
革
が
半
封
建
的
左
礎
革
を
結
果

し
た
が
如
く
、
学
資
本
主
義
的
経
革
に
終
ら
T
C
る
を
得
泣
い
の
で
あ
る
。

我
闘
の
明
治
維
新
に
於
け
る
捷
革
が
、
対
建
的
岡
」
米
構
力
に
よ
っ
て
矯
さ
れ
る
と
と
な
〈
、
天
白
主
を
中
心
と
し
て
闇
民
共
同
鰭
的
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民
枇
舎
の
費
草
に
於
て
も
、
市
民
主
義
化
さ
れ
つ

L

あ
る
国
家
意
志
の
立
場
に
於
て
は
こ
れ
を
十
分
に
た
し
得
悲
い
の
で
あ
っ
て
、

一
度
天
皇
を
中
心
と
す
る
国
民
共
同
酬
慢
の
立
場
の
自
売
に
立
つ
て
の
み
は
じ
め
て
こ
れ
を
十
分
に
な
し
得
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
於
て
『
維
新
の
詔
」
に
於
け
る
嬰
革
が
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
と
と
ろ
の
闘
民
共
同
組
的
費
革
で
あ
る
こ
と
を
明
に
し
た
。

従
っ
て
と
の
崩
変
革
の
費
践
的
諸
要
因
も
、
ま
た
こ
の
図
民
共
同
憾
の
立
場
よ
り
明
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

回

園
民
共
同
盟
的
要
草
の
究
極
目
的
(
目
的
困
)

先
づ
そ
れ
が
矯
め
に
こ
の
鑓
草
が
翁
さ
る
ぺ
き
と
こ
ろ
の
目
的
因
は
、
御
誓
文
に
於
て
は
「
各
共
志
を
遂
げ
人
心
を
し
て
倦
ま
ざ

ら
し
め
ん
乙
と
を
要
す
」
と
し
て
、
「
高
民
保
全
の
道
を
立
ん
と
す
」
と
し
て
一
不
め
さ
れ
、
ま
た
御
辰
翰
に
於
て
は
「
天
下
億
兆
一
人

『
維
新
白
認
』
に
於
け
る
費
草
。
園
是

i¥、
七



『
維
新
の
詔
』
に
於
け
晶
画
盟
事
白
圏
是

/¥. 
i¥. 

も
其
庭
を
得
ざ
る
時
は
皆
股
が
罪
な
れ
ば
」
と
し
て
更
に
「
汝
億
兆
を
安
撫
し
」
と
し
て
一
不
さ
れ
て
居
る
。
こ
L
に
先
づ
中
世
の
閣
家

主
義
的
立
場
に
於
け
る
人
問
視
の
岬
皮
革
が
見
ら
れ
友
け
れ
ば
友
ら
な
い
。
卸
ち
岡
家
主
義
的
立
場
に
於
て
は
、
既
に
漣
ペ
し
如
〈
、

間
家
が
債
値
で
る
り
目
的
で
る
り
人
々
は
こ
れ
が
矯
め
の
手
段
で
る
る
と
考
へ
ら
れ
た
。
然
る
に
今
や
「
天
下
億
兆
一
人
も
其
庭
を

得
ざ
る
」
も
の
友
か
ら
し
め
「
各
共
志
を
途
げ
」
し
む
る
潟
め
に
愛
革
が
矯
さ
れ
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
印
ち
そ
れ
は
各
々

つ
L
Hリ
F

」
江
一
直
」
忽

O
C
、

f
h
F
j
F
I
I
J
t
イ
』
喜
一
↓
日
占
M

そ
の
各
々
の
人
間
的
慣
値
安
十
分
に
叩
技
師
吐
し
め
ん

A
す
る
人
問
診
豆
、

人
間
時
況
の
工
場
咋
一
の
る
c
じ

れ
正
に
闘
民
共
同
般
の
茸
訪
に
於
け
る
嗣
皮
革
の
究
叡
目
的
た
る
べ
き
と
と
こ
る
の
も
の
で
あ
る
。

即
ち
費
革
の
目
的
国
は
、
蹴
皮
革
の
種
類
の
異
友
る
に
よ
り
異
る
の
で
る
っ
て
、
同
家
の
立
担
額
に
立
っ
と
と
ろ
の
図
家
的
安
革
は
国

家
の
原
理
と
し
て
の
岡
家
様
力
の
強
化
の
鋳
め
に
な
さ
れ
、
枇
舎
の
立
揚
に
立
ワ
祉
命
目
的
融
皮
革
は
枇
曾
の
原
理
と
し
て
の
個
人
的
自

由
の
矯
め
に
な
さ
れ
る
。
然
る
に
国
民
共
同
鎧
の
立
拘
留
に
於
け
る
闘
民
的
努
革
は
共
同
憾
の
原
理
と
し
て
の
共
同
愛
に
よ
る
総
て
の

人
々
の
人
間
的
完
成
の
矯
め
に
友
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
の
こ
と
は
今
日
の
資
本
主
義
制
度
の
鑓
革
に
つ
い
て
も
受
賞
す
る
の
で
あ
る
。
邸
ち
こ
の
制
度
が
経
卒
さ
れ
ざ
る
可
ら
ざ
る
所

以
は
、
と
の
制
度
の
下
に
於
て
図
氏
の
大
多
数
が
、
持
働
せ
る
貧
民
と
し
て
の
境
過
を
止
む
な
く
せ
ら
れ
、
事
質
上
国
民
と
し
て
庭

を
得
て
居
な
い
が
放
で
る
る
。
即
ち
と
れ
等
の
人
K

を
し
て
そ
の
庭
を
得
せ
し
め
、
異
に
寓
民
保
全
の
道
を
立
て
ん
が
潟
め
に
、
今

日
の
市
民
枇
曾
的
制
度
は
援
草
さ
れ
古
る
を
得
左
い
の
で
あ
る
。

五

園
民
共
同
瞳
的
聾
草
に
よ
り
責
現
せ
る
ベ
告
蹴
態
(
形
相
国
)



と
の
目
的
国
の
震
め
に
寅
現
さ
れ
な
け
れ
ば
友
ら
な
い
と
と
る
の
欣
態
を
『
維
新
の
詔
』
に
見
ん
に
、
「
君
臣
相
親
し
み
て
上
下
相

愛
し
恩
樺
天
下
に
沿
」
き
こ
と
が
園
氏
の
本
質
的
友
有
り
方
と
さ
れ
、
と
の
立
揚
よ
り
営
時
の
現
賓
が
批
判
せ
ら
れ
て
次
の
如
〈
に

述
べ
ら
れ
て
居
る
。
卸
ち
「
中
葉
朝
政
衰
へ
て
よ
り
武
家
様
を
専
ら
に
し
表
に
は
朝
廷
を
推
骨
与
し
て
貸
は
敬
し
て
是
を
透
け
億
兆
の

父
母
と
し
て
絶
へ
て
赤
子
の
情
を
知
る
こ
と
能
は
ざ
る
様
計
り
成
し
途
に
億
兆
の
君
た
る
も
唯
名
の
み
に
成
り
岡
市
て
共
が
峰
崎
今
日
朝

廷
の
隼
重
は
古
へ
に
倍
せ
し
が
如
く
に
て
朝
成
は
倍
衰
へ
上
下
相
離
る
L

乙
と
雰
壌
の
如
し
か
I
A

る
形
勢
に
て
何
を
以
て
天
下
忙
君

臨
ぜ
ん
や
」
と
仰
せ
ら
れ
て
居
る
。

邸
ち
武
人
が
岡
家
格
力
を
一
血
中
ら
に
し
、
人
民
佐
以
て
岡
家
の
手
段
と
し
減
ら
し
む
べ
〈
知
ら
し
む
可
ら
十
と
し
た
中
世
的
の
闘
家

視
が
否
定
さ
れ
、
天
皇
が
「
億
兆
の
父
母
と
し
て
」
人
民
た
る
「
赤
子
の
情
を
知
る
」
こ
と
が
出
来
「
君
毘
相
親
じ
み
上
下
相
愛
し
恩
津

灯、
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A
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乙
れ
「
上

r-uvr
一
に
す
る
j

一
旦
(
惜
削
た
る
同
氏
北
山
伺

慌
で
る
っ
て
、

疋
に
園
民
共
同
酬
躍
的
立
場
に
於
け
る
愛
車
の
形
相
国
た
る
べ
き
と
と
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

邸
ち
岡
家
な
る
も
の
は
図
案
意
志
を
以
て
原
理
と
し
、
乙
の
圏
中
北
意
志
は
人
々
を
自
己
の
目
的
に
針
す
る
手
段
と
し
て
権
力
的
に

劃
一
的
に
規
定
す
る
。
か
〈
て
人
身
が
そ
の
個
性
に
於
て
護
展
完
成
せ
し
め
ら
れ
る
と
一
云
ふ
と
と
は
堅
み
得
泣
い
。
現
に
今
日
ナ
チ

ス
の
国
家
主
義
的
凋
逸
に
於
て
は
、

一
切
は
岡
家
意
志
の
強
力
友
る
劃
一
的
統
制
の
下
に
摩
迫
せ
ら
れ
、
文
化
の
褒
展
も
阻
害
さ
れ

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
と
れ
に
封
し
枇
曾
友
る
も
の
に
於
て
は
、
人
々
は
個
人
的
利
径
を
原
理
と
し
て
結
ぼ
れ
て
居
り
そ
の
個
人

的
利
益
の
矯
め
に
全
醐
躍
が
利
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
今
日
の
市
民
枇
舎
に
於
け
る
階
級
的
支
配
共
他
の
混
飢
は
こ
L

に
資
す
る
。
か

〈
て
枇
舎
な
る
も
の
に
於
て
も
人
々
が
各
々
そ
の
士
山
を
得
て
人
聞
と
し
て
完
成
す
る
こ
と
は
望
み
得
な
い
の
で
あ
る
。

幅幽
F
『
維
新
の
詔
』
に
於
け
る
蝿
型
車
白
幽
是

I¥. 

九



『
維
新
の
詔
』
に
於
け
る
嬰
革
の
岡
是

:Ju 
O 

か
く
の
如
く
、
岡
家
に
於
て
は
全
植
が
個
剛
院
を
利
用
し
、
枇
舎
に
於
・
て
は
個
健
が
全
慌
を
利
用
す
る
の
で
る
る
が
、
圃
民
共
同
様

に
於
て
は
全
慨
が
個
隙
を
生
か
し
、
個
髄
が
全
憶
を
生
か
す
の
で
る
る
。
そ
れ
ば
恰
も
シ
ン
フ
オ
一
一
1
の
全
慌
に
封
ず
る
個
々
の
音

の
閥
係
に
於
で
あ
る
。
即
ち
個
々
の
音
が
そ
の
個
性
を
表
す
が
故
に
、

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
全
樫
は
立
波
に
成
立
つ
の
で
あ
る
が
、
ま

た
と
の
立
汲
な
全
憾
の
地
擦
に
於
て
は
じ
め
て
個
々
の
一
背
は
各
々
自
己
の
個
仕
を
悲
し
得
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
個
々
の
完
成
を
は

取
れ
て
会
酬
閣
の
完
成
は
な
〈
、

人
ム
憾
の
完
成
宮
は
な
れ
て
側
A

の
完
成
は
及
い
。

と
3

に
於
で
は
全
憾
と
個
械
と
が
民
に
一
偲
在
成

し
で
居
る
の
で
る
る
。

こ
れ
と
同
様
に
具
践
的
危
る
園
民
共
同
健
に
於
て
は
成
員
の
各
々
の
個
性
の
褒
輝
が
岡
民
共
同
髄
杢
醐
胞
の
立

派
友
愛
展
で
あ
り
、

と
の
園
民
共
同
憾
の
立
派
左
褒
展
の
地
盤
に
於
て
各
々
の
成
員
は
は
じ
め
て
十
分
に
自
己
の
個
性
を
蓋
し
得
る

の
で
あ
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
か
h

る
具
慌
的
友
る
岡
氏
的
存
在
に
針
し
て
プ
ラ
ト
1
の
岡
家
主
義
的
重
一
主
義
を
封
比
せ
し
め
、
個
々

の
一
音
が
そ
の
個
性
を
護
揮
す
る
具
糟
的
た
る
品
目
繁
に
針
し
、
各
音
を
単
一
君
同
化
し
て
そ
の
内
容
を
貧
弱
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
と

し
て
居
る
。

具
髄
的
た
る
岡
民
共
同
酬
胞
に
於
け
る
一
切
は
、
と
の
園
民
共
同
館
的
原
理
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
ら
れ
て
居
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
の

で
あ
っ
て
、
函
家
も
枇
舎
も
乙
れ
に
於
て
は
じ
め
て
そ
の
買
意
義
を
十
分
に
褒
揮
し
得
る
。
帥
ち
岡
家
は
、
国
家
主
義
の
立
揚
に
於

け
る
が
如
く
人
h

を
離
れ
て
そ
れ
自
身
と
し
て
の
目
的
を
有
す
る
も
の
で
左
く
、

そ
の
成
員
の
総
て
を
人
間
と
し
て
完
成
せ
し
む
る

こ
と
に
よ
り
そ
の
真
意
義
を
護
揮
す
る
の
で
あ
る
。
と
れ
が
即
ち
真
の
岡
家
で
あ
る
。
而
し
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
善
な
る
政
鰹
と

一
ぷ
へ
る
も
と
れ
で
あ
ヲ
向
。
と
の
と
と
は
、
諸
種
の
粧
品
目
卸
ち
文
化
燈
系
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
帥
ち
人
は
そ
の
本
質
上
諸
種
の

拙著『精利f科皐的経済皐o基礎問題』第一九一頁参照。
アリ'"¥-テレスは、「そこに於ける稿、ての人がその何人世るに拘らず最善に行
怨することが由来而して幸嗣に生活することが閏来る支配の形式が最善なる
ものであることは明である」と述べて居る。問書第二O九百[参照。



文
化
債
値
を
生
産
し
享
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
個
K

人
と
し
て
は
十
分
に
震
し
侶
け
な
い
。
と
れ
が
得

め
に
は
人
々
が
諸
種
の
文
化
館
系
的
関
係
に
結
ぼ
れ
る
こ
と
を
妥
ナ
る
の
で
る
っ
て
、
か
く
て
は
じ
め
て
諸
種
の
丈
化
債
値
を
十
分

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
と
し
て
の
本
質
を
十
分
に
愛
揮
し
得
る
の
で
る
る
。
こ
れ
文
化
膿
系
又
は
枇
舎
の
真
意
義

に
寅
現
し
得
、

で
あ
っ
て
、
岡
民
共
同
慢
に
基
礎
付
ら
れ
た
る
諸
文
化
健
采
に
於
て
は
じ
め
て
十
分
に
護
揮
し
符
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

か
〈
の
如
き
具
刷
閥
的
た
る
図
民
共
同
館
に
於
て
は
ど
め
て
そ
の
成
員
の
組
て
が
人
間
と
し
て
の
護
展
完
成
を
果
げ
得
る
の
で
る
る

が
、
乙
れ
が
正
に
現
代
の
岡
氏
的
安
革
に
よ
っ
て
寅
現
さ
る
ぺ
き
と
こ
ろ
一
の
形
相
凶
で
あ
る
。

以
上
は
同
内
的
に
貧
現
せ
ら
る
ぺ
A

昔
、
欣
熊
で
あ
る
が
、

一
間
日
比
が
同
間
際
的
聯
闘
に
於
て
あ
る
以
上
、
園
内
的
崎
製
革
は
射
外
的
種
革

と
共
に
の
み
は
と
め
て
司
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
「
推
訴
の
沼
」
に
於
と
は
時
内
的
梅
本
と
北
八
に
剖
外
的
な
俊
平
が
一
不
さ
れ
て
居
る
。

たづリ，

ZAI--け
u
r
コ
レ
刊
誌
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が
、
「
}
北
年
内
守
的
大
い
て
開
け
れ
同
四
万
K
杓
雄
飛
す
あ
闘
に
営
む
務
我
の

み
世
界
の
形
勢
に
疎
〈
葎
慣
を
問
守
し
一
新
の
殺
宝
は
か
ら
」
ざ
る
時
は
「
途
に
各
闘
の
凌
侮
を
受
け

E
は
列
聖
一
を
辱
し
め
奉
り
下

は
億
兆
を
苦
し
め
ん
こ
と
を
恐
る
」
と
し
て
示
さ
れ
て
居
る
。
か
く
て
内
に
「
高
民
保
全
の
道
を
立
て
ん
と
」
せ
ら
る
L
天
皇
は
、

外
に
「
一
神
州
を
保
全
」
せ
ん
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
「
故
に
こ

t
A
K
百
官
諸
侯
と
賢
く
相
誓
ひ
列
組
の
御
偉
業
を
楢
遁
し
一
身
の

娘
難
半
苦
を
問
は
や
親
ら
四
方
を
経
替
し
汝
億
必
を
安
撫
し
途
に
は
高
里
の
波
獲
を
拓
関
し
同
成
を
四
方
に
宣
布
し
天
下
を
富
岳
の

安
き
に
置
か
ん
と
欲
ナ
」
と
仰
せ
ら
れ
て
居
る
。

と
の
御
震
翰
が
、
普
通
「
園
威
宣
布
の
沼
」
と
云
は
れ
る
の
は
、

乙
の
鮪
に
於
て
ピ
あ
る
が
、
而
し
こ
a
A

に
注
意
す
ぺ
き
と
と
は
と

の
「
岡
成
宣
布
」
と
云
ふ
こ
と
が
、
岡
家
主
義
者
の
揚
合
に
於
け
る
が
如
く
、
封
外
的
友
る
武
力
的
侵
略
を
意
味
せ
や
、
ま
た
帝
国
王

『
維
新
の
詔
』
に
於
け
る
費
輩
。
図
是

先A



『
維
新
り
詔
』
に
於
け
る
欝
草
の
園
是

九

義
的
な
経
済
的
侵
略
を
も
意
味
せ
ざ
る
亡
と
で
あ
る
。
武
力
的
侵
略
に
於
て
も
か
ミ
る
経
済
的
侵
略
に
於
て
も
そ
れ
は
、

一
見
白
岡

民
の
力
を
高
め
自
国
民
を
安
き
に
置
く
が
如
く
に
し
て
資
は
各
国
民
の
針
立
的
闘
係
を
激
化
し
そ
の
結
呆
、
各
図
民
の
園
内
生
品
川
の

安
定
と
充
賓
と
を
破
壊
し
去
る
も
の
で
る
る
。

と
の
こ
と
は
、
今
日
の
図
際
闘
係
が
最
も
よ
く
示
め
し
つ
L

あ
る
止
と
ろ
で

b
るョ

ゐ
師
ち
か
〈
の
如
き
閥
一
際
的
欣
態
に
於
て
は
、
如
何
に
岡
内
に
於
て
岡
民
主
義
的
な
時
皮
革
を
鶏
さ
ん
と
す
る
も
、
叫
判
外
的
に
閥
家
主
義

附
に
行
動
す
る
以
上
、
内
に
於
て
も
軍
備
等
の
一
矯
め
に
閥
民
生
活
を
犠
牲
と
し
て
同
家
主
義
的
危
る
川
町
行
を
行
は
ざ
る
吃
得
ざ
る
に

至
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
針
内
的
費
革
と
針
外
的
援
革
と
は
同
一
一
原
理
に
立
つ
て
は
じ
め
て
貸
行
可
能
と
怠
る
の
で
あ
る
。
故
に
今
日
内
に
「
寓
氏

保
全
の
道
を
立
て
ん
」
と
す
れ
ば
、
外
に
向
。
て
も
ま
た
各
国
民
の
保
全
の
道
を
確
立
し
た
け
れ
ば
友
ら
た
い
の
で
あ
る
。
郎
、
各

闘
民
が
相
互
に
岡
民
人
格
を
寧
重
し
得
る
人
類
共
同
鎧
的
な
図
際
関
係
に
於
て
は
じ
め
て
、
各
岡
氏
は
内
に
ま
た
寓
民
保
全
の
道
を

講
じ
得
、
か
く
て
「
天
下
を
宮
岳
の
安
き
に
置
〈
」
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

.... ，、
圏
民
共
同
瞳
的
理
草
の
動
力
と
し
て
の
国
民
(
動
力
困
)

以
上
に
於
て
劉
内
的
並
に
針
外
的
に
貧
現
せ
ら
る
べ
き
」
形
相
囚
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
故
に
、
次
に
こ
の
形
相
図
を
そ
れ
に
よ
っ

て
賓
現
す
ぺ
き
と
こ
る
の
動
力
因
が
明
に
さ
れ
た
け
れ
ば
た
ら
た
い
。
御
誓
文
の
結
び
に
於
て
は
「
我
悶
未
曾
有
の
愛
革
を
骨
摘
さ
ん

と
し
朕
婦
を
以
て
家
に
先
ん
じ
天
地
榊
明
に
誓
ひ
大
に
斯
園
円
誌
を
定
め
官
同
氏
保
全
の
遣
を
立
て
ん
と
す
衆
亦
此
旨
趣
に
基
き
協
力
努

力
せ
よ
」
と
仰
せ
ら
れ
、
ま
た
御
震
翰
に
は
「
今
般
朝
政
一
新
の
時
に
惰
り
天
下
位
兆
一
人
も
共
庭
を
符
古
る
時
は
皆
股
が
罪
な
れ



俊
一
お
叫
川
口
以
判
精

t
A

苦

ぱ
今
日
の
事
脱
自
身
骨
を
持
し
心
志
を
苦
し
め
親
難
の
先
に
立
ち
古
列
岨
の
査
さ
せ
給
ひ
し
院
を
履
み
治
績
を
勤
め
て
こ
そ
始
め
て

一
支
峨
を
奉
じ
て
億
喝
の
君
た
る
所
に
背
か
ざ
る
ぺ
し
」
と
仰
せ
ら
れ
、
更
に
御
{
辰
翰
は
「
肢
が
志
を
な
ら
ざ
ら
し
む
る
時
は
是
れ
朕

を
し
て
君
た
る
道
を
央
は
し
む
る
の
み
友
ら
や
従
っ
て
列
砲
の
天
下
を
止
へ
は
し
む
る
な
り
汝
億
抱
能
々
股
が
志
を
韓
認
し
相
率
ゐ
て

私
見
を
去
り
公
議
を
採
り
肢
が
業
を
助
け
て
神
州
を
保
全
し
列
聖
の
一
岬
蜜
を
慰
し
奉
ら
し
め
ば
生
前
の
幸
甚
な
ら
ん
L

と
結
ぼ
れ
て

日
同
る
。
即
ち
か
6
h

る
立
味
に
於
て
天
皇
は
、
闘
民
が
天
皇
の
御
「
志
を
憾
認
し
」
奉
り
、
君
民
一
健
の
力
に
よ
っ
て
餐
革
の
潟
し
県
げ

ら
れ
る
と
と
を
圃
民
全
暗
に
期
待
し
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
今
日
の
市
民
枕
合
制
度
の
崎
氏
内
時
党
事
に
於
て
見
る
も
、
そ
の
動
力
同
と
し
て
同
氏
大
衆
は
震
妥
な
る
品
恩
義
を
有
す
る
の

び
あ
る
。

印
ち
枇
合
主
義
は
、
市
民
吐
合
制
度
の
下
に
於
て
何
等
か
の
特
権
を
亨
け
て
居
る
階
級
は
、
市
民
枇
合
制
度
を
保
持
す
る
こ
と
に

閥
心
を
有
す
る
も
の
友
る
が
放
に
、
と
の
制
度
を
鼎
製
革
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
失
ふ
も
の
は
銭
鎖
の
み
で
あ
る
と
こ
ろ
の
プ
ロ
レ
タ

p

ア
ー
ト
の
み
が
市
民
枇
合
制
度
を
副
党
革
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
自
己
を
解
放
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
こ
ろ
の
建
革
階
級
で
あ

る
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。
然
し
司
た
が
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
そ
の
階
級
的
利
己
心
に
立
つ
限
り
そ
れ
は
岡
氏
的
援
革
の
務
本
階
赦

た
る
を
得
泣
い
と
と
は
、
世
界
大
戦
直
後
に
於
け
る
濁
逸
の
枇
舎
主
義
革
命
時
代
に
見
る
。
邸
ち
彼
等
は
政
権
を
掌
揮
す
る
や
、
常

時
の
調
布
迅
の
事
情
が
、
世
界
大
戦
を
通
じ
て
大
破
せ
し
岡
氏
経
済
の
再
建
を
闘
民
全
般
の
矯
め
に
何
よ
り
も
念
務
と
せ
し
に
拘
ら
や

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階
級
的
利
己
心
を
充
ず
に
急
で
あ
っ
た
。

と
の
彼
等
の
階
級
的
利
己
的
危
行
動
は
、
脊
て
の
資
本
家
階
級
の

利
己
的
行
動
と
同
様
に
、
そ
の
階
級
的
利
己
の
矯
め
に
閣
民
的
金
値
的
利
袋
を
無
品
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
か
く
て
や
が
て

寸
維
新
の
詔
』
に
於
け
る
麹
革
白
関
是

九
二コ



『
維
新
の
詔
』
に
於
け
る
麓
革
の
閥
是

大」
四

自
分
が
否
定
さ
れ
ぎ
る
を
符
ざ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
岡
山
家
主
義
の
立
場
に
於
て
は
、
現
存
の
岡
家
意
志
の
直
接
の
鎗
営
者
た
る
衛
義
の
官
僚
に
よ
っ
て
こ
の
耐
火
革
を
潟
さ
ん
と
す

る
の
で
る
る
が
、
官
僚
が
官
僚
と
し
て
の
特
機
的
意
識
に
立
つ
限
り
、
そ
れ
は
同
様
に
自
己
を
特
殊
化
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
図
民

的
全
般
的
取
る
立
判
剰
に
立
つ
む
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

か
く
て
一
要
す
る
に
姻
民
的
一
変
革
の
動
力
川
た
る
も
の
は
、
民
に
凶
リ
バ
止
ハ
同
際
的
な
白
血
判
左
右
し
凶
民
共
同
剛
腕
の
具
剛
間
的
紅
白
令
官
一
切

の
泊
め
に
た
却
し
判
じ
凶
日
府
で
&
る
。

仰
し
ご
一
争
賃
上
に
必
て
割
以
の
制
作
て
は
そ
の
根
底
に
於
て
日
間
民
共
同
鴨
的
立
揚
に
立
っ
て

居
る
と
と
ろ
の
も
の
で
あ
る
が
、
而
も
何
等
か
特
権
を
有
す
る
も
の
は
、

と
の
特
桜
の
お
め
に
特
殊
化
さ
れ
て
異
に
普
遍
的
た
る
園

民
共
同
鰐
的
自
覚
に
遣
し
符
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
園
民
犬
家
左
る
も
の
は
、
市
民
枇
命
日
制
皮
の
下
に
止
る
と
と
に
於
て
特
殊
の

利
径
を
布
せ
下
、
そ
の
も
と
に
於
て
弐
第
に
経
済
的
友
勝
泊
を
閉
め
ら
れ
行
く
と
と
ろ
の
も
の
と
し
て
岡
民
共
同
館
的
自
費
を
防
け

る
と
こ
ろ
の
何
等
の
特
殊
利
径
を
ゐ
し
た
い
の
で
あ
っ
て
、
彼
等
と
そ
市
民
枇
合
制
度
を
挺
草
す
る
に
最
大
円
一
闘
心
を
布
す
る
図
民

居
で
る
る
。
か
〈
て
彼
等
圃
民
犬
家
が
図
民
共
同
館
的
自
由
党
に
立
つ
時
、
そ
れ
は
図
民
的
援
草
の
動
力
図
と
し
て
重
要
な
る
意
義
を

有
す
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

七

園
民
共
同
瞳
的
塑
草
の
根
本
方
策
と
国
家
主
義
の
否
定

「
維
新
の
詔
』
に
於
て
は
以
上
明
に
せ
し
緩
革
の
主
勝
、
目
的
図
、
形
相
凶
、
動
力
聞
の
み
友
ら
や
ノ
、
更
に
こ
の
相
変
革
を
賀
行
に
穆

ず
べ
き
諸
方
策
の
根
本
指
針
が
一
不
め
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
等
の
意
義
も
園
民
共
同
惜
の
立
場
に
於
て
は
じ
め
て
明

に
さ
れ
る
と
共
に
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
現
代
の
控
革
期
に
庭
す
べ
き
態
度
も
一
居
明
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



先
づ
と
の
鑓
革
の
立
場
に
於
て
は
、
「
葎
闘
志
弔
の
随
習
を
破
り
天
地
の
公
道
に
基
く
」
こ
と
乙
そ
が
根
本
指
針
で
あ
る
。
而
し
て
「
天

地
の
公
道
」
友
る
も
の
は
、
内
に
天
下
一
人
も
そ
の
底
を
得
ざ
る
も
の
-
な
か
ら
し
む
る
左
共
に
、
ま
た
外
に
各
国
民
を
し
て
そ
の
所

を
得
J
d

る
も
の
・
な
か
ら
し
む
る
と
と
の
中
外
に
施
し
て
惇
ら
ざ
る
も
の
で
友
く
て
は
た
ら
な
い
。
従
っ
て
今
円
の
保
持
主
義
者
に
於

て
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
現
仔
の
資
本
主
義
制
皮
を
保
持
せ
ん
と
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
J

な
い
と
共
に
、
今
日
の
国
家
主
義
者
に
於
て
往

々
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
「
武
家
槽
を
専
ら
に
」
せ
ん
と
す
る
凶
内
縫
草
も
ま
た
侵
略
的
な
針
外
的
方
策
も
許
さ
れ
た
い
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
刷
め
に
は
、
「
噴
く
合
議
を
起
し
高
機
公
九
州
に
決
す
る
」
と
と
も
必
要
で
あ
る
。
前
述
せ
し
如
〈
こ
の
こ
と
は
市
民
枇
舎
の
上

に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
居
る
今
H
の
議
合
に
よ
っ
て
は
不
可
能
で
あ
っ
て
、
こ
の
議
舎
を
新
に
剛
氏
共
同
慌
の
ト
一
に
恭
一
礎
付
け
る
と
と

に
よ
っ
亡
は
じ
め
て
一
川
能
」
な
る
の
と
あ
る
。
同
家
主
義
庁
に
於
て
佐
々
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
議
曾
そ
の
ら
の
を
否
定
せ
ん
C

す
る

態
以
め
討
さ
れ
司
な
い
と
と
は
一
五
ふ
ま
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
矯
め
に
は
、
噴
く
「
智
識
を
世
界
に
求
め
」
る
こ
と
を
要
す
る
の
で
あ
っ
て
、
今
日
往
々
岡
家
主
義
者
に
於
て
見
ら
れ
る

が
如
き
偏
狭
左
る
猪
善
的
閉
鎖
主
義
に
陥
っ
て
他
国
を
夷
狭
脱
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
る
る
。

か
く
て
岡
民
共
同
障
が
愈
々
確
立
さ
れ
行
く
こ
と
こ
そ
が
、
「
大
に
皇
迭
を
振
起
す
る
」
所
以
で
あ
る
。

A 

園
撞
の
責
蹟
的
明
衛

以
上
明
に
さ
れ
し
如
く
、
『
維
新
の
詔
」
に
於
け
る
愛
車
の
原
加
山
一
の
一
切
は
、
「
億
兆
の
父
母
し
と
し
て
の
一
天
皇
と
そ
の
「
赤
子
」
と
し

て
の
人
民
と
の
闘
民
共
同
棋
の
上
に
打
立
て
ら
れ
て
居
り
従
っ
て
こ
の
図
民
共
同
慌
の
立
揚
よ
り
迎
解
さ
れ
得
た
の
で
あ
る
。
而
し

『
維
新
町
詔
』
に
於
け
る
麹
草
の
岡
目
見

九
ま正

議舎を如何にし亡陪l民共阿倍。止に1，!"陵'f-tげるかについては、別に詳論ずる。



『
維
新
の
詔
』
に
於
け
る
費
草
の
園
是

九
六

て
こ
の
図
民
共
同
簡
が
我
山
幽
民
史
を
一
貫
じ
て
鑓
ら
古
る
闘
慌
の
精
華
で
あ
る
が
故
に
、

『
詔
』
に
於
け
る
務
草
の
原
理
は
、
関
酬
間

と
共
に
愛
ら
ざ
る
と
こ
ろ
我
同
氏
に
の
と
っ
て
の
「
品
質
草
の
園
是
」

で
あ
る
。

今
日
特
に
図
般
の
明
徴
と
一
五
ふ
と
と
が
叫
ば
れ
つ

L
る
る
が
、
而
も
そ
れ
は
向
ほ
一
般
に
観
念
的
な
問
題
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
居

る
。
油
価
川
時
代
の
末
期
に
於
て
、

と
の
「
維
新
の
詔
』
に
於
て
明
に
さ
れ
売
る
図
憾
の
立
揚
よ
り
封
建
制
度
が
務
草
さ
れ
と
と
に
よ
っ

、
、
、
、
、

て
政
岡
刷
胞
が
同
県
に
明
徴
さ
れ
た
が
如
く
、
悶
憾
な
る
も
の
は
棋
は
概
念
的
に
明
徴
さ
る
ぺ
控
も
の
で
は
な
〈
、
更
に
質
問
的
に
明
徴

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
今
日
に
つ
い
て
一
去
へ
ば
.
こ
れ
ま
で
の
枇
舎
的
立
揚
並
に
国
家
的
立
揚
に
於
け
る
凶
幽
世
論
に
針

し
閲
民
共
同
樫
の
立
揚
に
於
け
る
閥
鰭
論
を
明
に
す
る
の
み
友
ら
や
、
更
に
と
の
園
鶴
の
立
場
に
於
て
我
閥
民
生
活
の
経
済
.
政
治
、

教
育
等
の
諸
方
面
の
措
皮
革
を
断
行
し
、
ま
た
封
外
的
方
策
を
確
立
し
、
以
て
人
類
の
真
の
祉
隔
に
功
献
す
る
こ
と
こ
そ
が
我
図
鰐
の

買
の
明
徴
で
あ
る
。


